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　聖ニコライとセルギイ府主教が共に過ごした時間は短かった。「京都の主教」としてセルギイ府主教が来日したのが明治四十一年七月、聖ニコライが永眠したのが明治四十五年であり、その期間は四年にも満たないものであった。

　セルギイ府主教は「京都の主教」であったが、実際には聖ニコライの補佐として駿河台の聖ニコライが居住していた伝道館の二階に住んでいた。七十歳を越え、身体に衰えを感じてきた聖ニコライに代わり、日本各地の教会に積極的に足を向け、巡回先からは聖ニコライに報告書を送っていた。

　明治四十一年から四十五年までの日本正教会の主要な出来事は次のとおりである。

　松山奇蹟者聖ニコライ聖堂成聖（M41・8）、維持財団設立（M41・10）、全国信徒大会（M42・7）、大阪生神女庇護聖堂成聖（M43・7）、聖ニコライ渡来五十年式典（M44・7）、聖ニコライ永眠（M45・2）。

　維持財団の設立は教会財産の維持管理を目的とするものであった。地方教会の土地や建物が個人名義となっているものが多く、その財産の散逸の危険を防ぐため、維持財団への名義変更を促したのである。
　日本正教会は日露戦争という難局を乗り切り、セルギイ府主教という聖ニコライの後継者候補ともいう人材を得て、一応の安定を得たが、多くの問題も抱えていた。それは、教会の経済的基盤の貧弱さと、日本人の伝統的な対露感情が教会にも及んできたということであった。

　そして、これらの問題が顕わになったのが、明治四十二年七月の「全国信徒大会」と引き続き開催された公会であった。日本正教会の公会は神品と信者の代議員で構成されていたが、経費等の問題もあり、このころは専ら「神品公会議」となっていた。この為信者の意見が教会運営に反映されないという不満も生じていたのである。

　信徒大会の決議から公会に提出された質問状は当時の「時事新報」にも掲載され世間の耳目を集めていた。

　当初教会の経済的独立の協議という名目で開催された信徒大会であり、ロシアからの資金が停止した時の対処の方法として「財政独立案」が提出される。さらに教会財政の管理に信者の参加を求めるが、これは聖ニコライに拒否さ

　




れた。

さらにこの大会で経済的問題より重要な事は「正教会は大いに公議輿論を容るべき道を開くべし」という要求であり、ロシア正教会のコンミストリヤ（聖務委員会）の性格を持つ組織をつくり、教会統治機構に信者の代表を送り込もうとしたことである。そして、ロシアとの関係に多くの者が危機感を持つという背景をもとに「我が日本正教会は全く露国の支教会なるや否や」という質問事項を信徒大会総意として迫ったのである。

聖ニコライは「正教は希臘においても、亦日本に於いても聖使徒規則及び全地公会並に地方公会規則に依拠して治理せらるるなり、日本正教会はこの関係において、露国教会に対して全独立の教会なり、故に日本正教会の治理者たる主教は創立以来未だ一回も日本正教会の治理に関して露国聖務院に伺い問合せ等なしたることなし]と述べ「露西亜ということをしばしば聞くが、卿らは我よりロシア教会という事を聞きし事あるか、ロシアの教会が日本を圧するかという如きは実に夢の如き言なり」と退けた。
しかし、この言葉は教会法に照らすと、あいまいな表現であり、その後もロシア正教会と日本正教会の関係が問われ続けることになる。

聖ニコライはこの日（M42・7・17）の出来事を日記に多く記しているが、初めに地方教会から本会への献金の事が記されている―「なぜ『本会なのか』とわたしは反論しかけた。その土地の教会の教役者たちの生活資金にまわるようにすればよいだろう」
ところが、それに対してたいへん多数の反対意見がでたので、わたしは口をつぐんだ。どのみちうまくいかないだろうし、献金もしないだろう。仮に献金するようになったとしても、そのうちやめてしまうだろう―

そして信徒大会とその決議事項を公会に提出した事については否定的に記している。

「～わたしは『時事新報』に掲載された質問に答えた。結果的には、わたしはかっとなって言葉を返し、セルギイ座下は信徒たちに対する怒りのあまり泣き出し、部屋に戻ってしまった。その後一二時まであれこれ（とりわけイオフ矢萩がしゃべった）信徒たちが会に提出したすべての問題に片をつけた。公会を補助するためといって信徒たちがはじめて集ったのは良いが、なんの益もなく、めちゃくちゃな試みであった。教会を活性化させるという約束だったが、けっきょく、なにもいいことはなかった～」

さらに聖ニコライはロシアから送られてくる宣教資金についての質問にも言及する。
「これらの金は宣教団の資金として寄付されるものであり、その用途については宣教団の長に一任されている」とし、「日本教会はその金を不要な部分は削り、より必要なところには増やすというように、必要に応じて分配することができるのか」という問に対しては、「日本教会はそのような権利はもたない」と断言し、宣教団の長である聖ニコライ自身の判断にまかされており、「宣教団長はそれをどう使うのが最良であるかをわきまえている」としている。
聖ニコライは教会の維持や宣教活動を支える財政基盤をいったいどのように考えていたのだろう。

　聖ニコライがまだ函館におり、信者がまだ一人もいなかった明治元年（一八六八）に定めた宣教方針である「規則」には、「出納帖を拵え置き相談組にて選びし人に托すべし」と「初時に集りし金は勿論宗旨を弘むるに用ふべし」という項目がある。また最初の「布教会議」が開催された明治七年には二十ヶ条から成る「伝教規則」が正式に制定されるが、その中には俸給や公費についての言及はあるが、前に定めた「規則」と同様に、財源に関しては明確に示していないのである。

　明治十一年（一八七八）十二月、聖ニコライがロシアに送った報告書「在日本ロシア宣教団団長、掌院ニコライの正教宣教協会評議会への報告書」は中村健之介訳編により、「明治の日本ハリストス正教会・ニコライの報告書」（教文館１９９３・１・30発行）として刊行されている。

　聖ニコライの報告は多岐にわたり、この報告書を見ると当時の日本の正教会の全てがわかると言っても過言ではない。しかし、この報告書の中でも宣教における活動経費における財源についてはあまり触れられていない。

　「宣教団と教会に必要な経費は全部合わせて一年間三四五〇〇円（メキシコ・ドルでも同じ）、これをルーブリに換算すると四六〇〇〇ルーブリとなる。これは、ロシアの教会が日本の教会に払う定期的支出の上限を定める最終的な数字であり、ロシアからの援助が必要とされる間は、これはいつまでも変わらない。これを越える金については、日本教会自身が工面すべきである。そして言うまでもなく、日本の教会は怠惰な寄食者であってはならない～」

聖ニコライは明治十六年の公会で「供給法」を確立し、三十六年には「独立基本金」の勧告を出すが、思惑通りには事が進まなかったのである。

　「正教新報六四三号」（M40・9）には、キリスト教他派との比較で次のように信徒出金が記されている。

　●組合教会―教会数九十、信徒数一万三千、信徒出金十万円、一人当平均出金七・六九円　●聖公会（東京北部）―教会数三十七、信徒数千、信徒出金六千四百円、一人当平均出金六・二七円　●正教会―教会数二六四、信徒数約三万、信徒出金八千四百円、一人当平均出金〇・二七円

　周知のとおり、明治二十四年に建立された日本正教会のシンボルである復活大聖堂教会の莫大な建設資金のほとんどがロシアからの援助によるものであった。また、こればかりではなく聖ニコライ存命中に建立成聖された各地の聖堂やイコノスタス、聖器物などの拡充資金は、ロシアの篤信者からの寄進に拠るものであることは紛れもない事実である。そして、復活大聖堂が日本の正教徒の信仰を支えるかけがえのない場所となったことは確かなことである。　

しかし、聖ニコライは日本の正教会が自立することを願って経典の翻訳や神品教役者の養成に力を注いだが、経済的自立ということには及ばなかったのである。

　聖ニコライがセルギイ府主教の金銭感覚を心配するほど経済観念や管理能力に秀でた人であった事は、その日記に記された支出明細を見れば明らかである。その聖ニコライがどうして教会経済の基盤を確立できなかったのだろうか。

　日本人信者の全てが貧しかったのだろうか？日本人信者の経済力では教勢発展の必要を満たせなかったのだろうか？なぜ、強制的に全信者に教会維持献金を求めなかったのだろうか？

　ここで見えてくるのは、聖ニコライが正教国家から来た宣教師であるということである。聖ニコライの日本での活動はまさに「開拓伝道」であり、その志は最後まで揺るがなかったに違いない。しかし、教会の財政基盤を個々の信者に求めるという伝統のない教会で育った事は、「使徒の教会を伝える」と述べた聖ニコライにさえ、その思考や活動方針に国教である正教の負の部分が見えない形で忍び込んだのではないだろうか。

　この教会経済の問題は大正六年（一九一七）のロシア革命により、ロシアからの資金調達が途絶えると一気に加速され、聖ニコライの後継者であるセルギイ府主教に降りかかってくる。　　　　　　　　　　　　　　　　（続く）
※聖ニコライの日記の引用は「宣教師ニコライの全日記」（中村健之介監修）による。
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▲「ニコライ大主教渡来五十年祝典」


　主教座に立つ聖ニコライ（右）と


セルギイ主教(左)　　　　M44.7
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